
私は「curtain（カーテン）」というモチーフを⼿がかりに、⾵景の“⾒せか
け”と“実在”のあいだを探る作品を展⽰します。私にとっての curtain は、
光を通し、外の景⾊がぼんやりと透けて⾒える薄く繊細な膜であり、現実
とイメージの境界を象徴する存在です。 

 

作品に描かれる⾵景は、まるで⼀般的な⾵景画のように⾒えますが、⾓の
切り取られた構図や質感により、それがレースカーテンに映った⾵景、つ
まり「⼀枚の布の柄」としての側⾯も感じさせます。 

 

奥⾏きを持って広がっているはずの⾵景が、⼀枚の⾯としてキャンバスに閉
じ込められている──⾵景が“⾒えている”のか、それとも“模様として刷り
込まれている”のか、そんな曖昧な感覚をテーマにしています。 

 

⽇常の景⾊や旅先での印象的な⾵景でさえ、私たちはそれを完全に実感す
ることは難しく、やがて記憶の中で緩やかに薄まり、馴染んでいきます。 

⾵景のリアルとフィクションの間にある儚くも確かな感覚、またその曖昧
さを浮かび上がらせた作品群です。 

 

奥⼭ 帆夏 

私が作品づくりに⽤いる素材は、どれも⾝近にあるありふれたものばか
りです。何度も⼿触りを確かめ、素材の特性に⼤きく抗うことは避けなが
ら、⾃然と⽣み出される形象を模索します。サイアノタイプもまた、その
⽇の太陽の光と⾵に現像を委ねることで、最終的な形状を⾃分の意思か
ら少し遠ざけています。そうした揺らぎの中で、ある⽇私を取り囲む世界
が作品に投影され、共振するとき、それは世界を知覚する装置として、
意味を持って⽴ち顕れてくると考えています。 

 

 作品の本質はいつもその外側に存在します。物質としての作品は何も語
らず、観る⼈が世界についての思考を始めるきっかけに過ぎません。⼈と
モノとの間に、何かが⽣まれる前、性質や運動がまだ存在しない状態。
私がつくろうとしているものは、作品の未然形なのかもしれません。 

 

⽊下 理⼦ 

 

 

 

 

 



絵を描くことを通じて、⽣活のなかで感じる共同体の複雑さや、そこで⽣ま
れる隔たりについて考えています。本展に出品している作品は、とりわけも
のとものの間についての思索としています。 

 

今借りているアトリエには⼩さな庭があり、しばしば草を抜いたり枝を切
ったりしています。⼿⼊れを怠るとすぐに植物が⽣い茂り、落ち葉が散乱し
て通⾏を遮ってしまうので、この習慣を⽢んじて受け⼊れています。これに
似た構造はアトリエの中にもあって、⼀緒に借りているメンバーとの共⽣
を考える時に、公共的に振る舞う⼀⽅で他者に与えてしまう影響について
⽇々考えさせられています。 

 

暗い場所で徐々に景⾊が⽬の前に表れてくるように、理解を通じてものご
との機微を捉え、少しずつ⾃分のなかでそれを形作りたいと思っています。
またそうして世界を捉え直していくことを喜びにも感じています。このよう
なプロセスが⽣活と制作の交差点であり、現在における私の⼀つの応答で
あると考えています。 

 

澤⽥ 光琉 

 

 

幼い頃、開いている窓から⾵が⼊ってきてその⾵によってカーテンが膨ら
むように揺れるのをじっと観ていました。私にはそれが⾵の姿だと思っ
たからです。 

 

今回の作品群は⻑野県での体験を中⼼に制作しています。韓国から成⽥空
港に降り⽴った後いつも祖⽗が⻑野まで⾞で運んでくれて、トンネルや
⼭をいくつか超えると街の灯りが⾒えはじめた時の記憶、⻑野の実家に
戻った際にいつも⽝の散歩で通るりんごやももの畑⾵景などです。 

 

絵画とは「作家がなにを⾒つめているか」ということの現れだと考えて
います。最近エジプト美術に関⼼があり、よくその関連動画を観ています
が、彼らの描く顔は横向きで⾝体が正⾯を向いている⼈物はそれが本来
の魂の姿だと考えていたかららしいです。それを知った時、彼らにとって
絵画が⾒えないものの姿を捉える為のもう⼀つの⽬の役割をしていると
感じました。 

 

カーテンに当たって姿を現す⾵のように、私も感覚をキャンバスに当て
⾵景との関係を⾒つめています。 

 

⽩⽯ 効栽 


